
 
 

 

 

「鹿児島をスポーツの力で元気にする！」 

FC ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ 
パートナーシッププログラムのご紹介 

 
   

201１年9月 



平成23年1月1日 
引用：朝日新聞 

我が街のチーム 

 
①野球のプロチーム 

②プロサッカー・Ｊリーグチーム
（準加盟を含む） 

③プロバスケットボールリーグ・ｂｊ
リーグチーム 

④プロ・アマを問わず各競技の全
国リーグに所属し、地域・都市名
を名前に採用しているチーム 

を基準に都道府県別に作成して
ある。 

 

1枚の日本地図をご覧ください。 



日本でプロのスポーツチームが無い県は、 
奈良県、山口県、そして鹿児島県のみと
記載されています。 



ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのヴィジョン 

ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ とは？ 

【第3者も認める鹿児島の可能性】 
これは、2004年、プロ野球・楽天球団が、仙台に本拠地を決めた時期の朝日新聞の記事です。
鹿児島は、他の都道府県に比べて、有望なプロスポーツが成り立つ地域ではないか、と書かれ
ています。 

一方、こんな記事も 

あります。 
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鹿児島を、スポーツの力で元気にすることができないだろうか？ 
 

スポーツの中でもサッカーは、鹿児島は全国屈指の人材輩出県であり、 
事実、日本代表にも何人も選ばれています。 

 
可能性はあるはずです。 

鹿児島より人口や経済力でも規模の県でもプロチームが成立し、 
地元を盛り上げる存在になっていて、 

その県の出身者含めて盛り上がっているのに、 
鹿児島にはそれがない現状。 

 
そのような状況を打破し、 

鹿児島をより盛り上げるために、 
故郷・鹿児島を想う県内外の有志によって 
２年の歳月をかけて立ち上げたのが 

この“FC KAGOSHIMA”というチームです。  

 



鹿児島は“サッカー界 屈指の人材輩出県” 

男子サッカーは、全国２位の“Ｊリーガー排出率”を誇る県でありながら、地元にプロチームがな
いために、鹿児島の素材が全国に散っていく状態である。 

高校サッカー）鹿児島実業 選手権優勝２回、準優勝３回、 全日本ユース選手権 優勝１回 準優勝１回                                  
女子高校サッカー）神村学園 鳳凰 全国優勝多数      高専サッカー大会 鹿児島高専 全国優勝多数  

城 前園 遠藤 

鹿児島の素材が全国のチームに散っていく、というこの構図を変えたい。自分の生まれた地
にチームがあることで、子供たちに身近な夢を与えます。 

大迫 

加えて、サッカーは、世界に繋がっています。いつの日か、ここ鹿児島で、ＦＣバルセロナ
やＡＣミランと真剣勝負を繰り広げる可能性だってあるのです。 

鹿児島の子供たちに、夢を！ 

鹿児島の子供たちに、夢を！ 

＊写真はＷｅｂから抜粋 

Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://blog.iglu.jp/wp/wp-content/uploads/2009/05/fcb.jpg&imgrefurl=http://blog.iglu.jp/2009/05/28/uefa-cl-2009/&usg=__qiQIGT6igH5knr3_J_Jamj7OjDU=&h=375&w=500&sz=135&hl=ja&start=17&tbnid=JPUqc8pGPvD7MM:&tbnh=98&tbnw=130&prev=/images?q=FCB&gbv=2&hl=ja
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://img.blogs.yahoo.co.jp/ybi/1/a8/ea/yells_2006/folder/1516870/img_1516870_22785578_0?2006-10-30&imgrefurl=http://blogs.yahoo.co.jp/yells_2006/22785578.html&usg=__drTLB90005mQpNO9RverMaJbOAE=&h=142&w=122&sz=8&hl=ja&start=7&tbnid=LTB2gKo4iSh5oM:&tbnh=94&tbnw=81&prev=/images?q=%E5%89%8D%E5%9C%92&gbv=2&hl=ja
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.yokohamafc-blog.com/account/libee/images/20080120-00.jpg&imgrefurl=http://www.yokohamafc-blog.com/libee/monthly/200801&usg=__CKNykUQ_py_DcE05wPGYr1OPnIs=&h=900&w=600&sz=361&hl=ja&start=1&tbnid=7dDAosbU4EQK4M:&tbnh=146&tbnw=97&prev=/images?q=%E5%9F%8E%E3%80%80%E3%82%B5%E3%83%83%E3%82%AB%E3%83%BC&gbv=2&hl=ja
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://img02.naturum.ne.jp/usr/monologue0806/scg0901120335000-p1.jpg&imgrefurl=http://monologue0806.naturum.ne.jp/d2009-01.html&usg=__jaMj3PoznPzMbSV4Qw8TcpzE4cw=&h=450&w=299&sz=21&hl=ja&start=25&tbnid=1JMpR77zC2hJTM:&tbnh=127&tbnw=84&prev=/images?q=%E5%A4%A7%E8%BF%AB%E3%80%80%E3%82%B5%E3%83%83%E3%82%AB%E3%83%BC&gbv=2&ndsp=20&hl=ja&sa=N&start=20


鹿児島の地域おこしの起爆剤に 

●九州新幹線鹿児島ルートが、２０１１年３月全線開通。 
 鹿児島が盛り上がる起爆剤になると考えられる。 
 “今の鹿児島を語るネタ”があることが必要。 

●サガン鳥栖 

     （J2) 

●アビスパ福岡 

      （J１) 

●大分トリニータ
（J２) 

●ロアッソ熊本  

      （J2) 

●Ｖファーレン長崎   

       （ＪＦＬ) 

●現在、九州内でＪリーグに近いリーグに 
  位置するチームを持たないのは、 
  鹿児島だけ、 
  という寂しい現状もある。 

●ホンダロック宮崎 

        （JＦＬ) 

●ＦＣ琉球（JＦＬ) 
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因みに、山形にはJ1の、
愛媛にはJ2のチームが
あります。 
鳥取のチームは、今年、
J2昇格しました。 
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【チーム活動理念】   
             鹿児島をスポーツ（サッカー）で盛り上げること 

  ・他県に在住する人を含めた“鹿児島を愛する老若男女の共通の話題”となる存在になる。 

  ・鹿児島の子供たち、若者に夢を与えられるようなチームになる。 
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 チーム運営会社：   株式会社 オアシス鹿児島 
       代表者：  徳重 剛（代表取締役社長） 
       所在地：  〒892-0815 鹿児島市易居町１番２号ソーホーかごしま４号室 
     活動領域：  鹿児島県全域 
     チーム発足日：  2010年3月  
   資本金    ：  ￥3,500,000 
   売上高    ：  ￥9,000,000  ※2010年1月期 

   取引先銀行 ：  鹿児島銀行・南日本銀行・みずほ銀行鹿児島支店 
   スポンサー  ：   40 社 ※2011年4月時点 

 サポーター会員数：    約700名 
サポートしている著名人:錣山親方（元関脇寺尾）・金峰山・俳優田上晃吉さん・シンガーソングライター 
                  辛島美登里さん・プロゴルファー小田龍一 選手・総合格闘家 菊野克紀 選手 ※2011年3月時点 

   サポートメディア  ：FMさつま（ローカルラジオ）・月刊LEAP鹿児島（地域情報誌）・ 
               Oh-goji鹿児島（女性専門フリーペーパー） 

クラブ事業パートナー 

クラブサポート会員 

幼児スポーツ教室協賛 

FC KAGOSHIMAは2011年～2016年までの5年間、 

鹿児島県「きばれ！地域密着型ビジネス 

支援事業」の認定を受けました。  

※雇用の創出など地域経済の活性化を図るため，地域における様々な 

社会的課題を地域住民自らがビジネスの手法を用いて解決しようと取り組む方 

を支援し，地域の小規模な創業や事業継続を後押しします。  



ロードマップ 

サッカー界は、アマチュアからプロリーグまでしっかりとしたピラミッド構造が存在しています。 
まずは６年後のＪ２昇格を第一のゴールに設定し、3stepでアプローチします。 

【FC KAGOSHIMAの2011年】 
鹿児島県１部リーグからのスタートになった2010年は、リーグ戦全勝優勝。 
２０１１年1月、九州各県１位チームが集う大会でも優勝し、発足初年度で、九州リーグ昇格を
決めた。九州リーグでも優勝を目指して戦い、全国地域リーグ決勝大会への出場→JFL昇格を
狙う1年としたい。 
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2011シーズンは、 

地域（九州）リーグ 

に参戦中 



２０１０-11年シーズン（戦績） 

ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ 2010年度 公式戦戦績 

・ 南日本社会人サッカー（県リーグ１部・８チーム）・・・優勝（７戦７勝） 

→各県１位トーナメント・・・大分１位に４－０、熊本１位に４－１、沖縄１位に４－１で優勝し、 

九州リーグ昇格決定 

・鹿児島県サッカー選手権（天皇杯予選）・・・ベスト４ （鹿児島城西など破り、ベスト４進出） 

・九州社会人サッカー選手権鹿児島県予選（トーナメント）・・・優勝（決勝戦も１２対０と圧勝）                           

→全国社会人サッカー選手権九州地区大会進出・・・佐賀県優勝チームと、九州リーグ４位の

九州ＩＮＡX下して九州代表に。  

→全国社会人サッカー選手権大会進出・・・初戦で前年ベスト４のＴｏｎａｎ前橋（関東代表）に延

長戦１－２で敗退。 

  

           

いきなり、初タイトル獲得！ 
 （２０１０年７月１１日） 
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【現状】 
発足わずか半年で、鹿児島県のトップチームに！ 
九州リーグ上位のチームにも公式戦で完勝しており、来期の九州リーグ昇格、そして九州リー
グでの上位進出の期待が大きく膨らむ１年目のシーズンとなった。 



ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの現状 （戦力：所属選手） 

ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ に所属する選手は、約24名。 

うち、鹿児島県出身者が７割を超え、残りもほとんどが鹿児島の高校、大学の出身者で構成さ

れています。 

ＪＦＬ（日本フットボールリーグ）に所属していた選手が６名、そしてＪ２サガン鳥栖から谷口堅三

選手が“鹿児島のために”移籍してくるなど、戦力的には上位カテゴリー進出を期待できる陣容

です。 

 

田上 裕 （タノウエ ユタカ） 
プレイングマネージャー ／ DF 

168cm ／ 65kg 

1986年1月12日生  

 鹿児島県出身 

鹿児島城西高校 

－宮崎産業経営大学 

－FC刈谷－FC琉球 

 

 

辻 勇人 （ツジ ハヤト） 
FW 

175cm ／ 73kg 

1986年7月9日生 ／ 

鹿児島県出身 

神村学園高校 

－KFCフェローズ 

－ヴォルカ鹿児島  

 

愛甲 光 （アイコウ ヒカル） 

DF 

180cm ／ 73kg 

1986年12月6日生  

 鹿児島県出身 

鹿児島城西高校 

－宮崎産業経営大学 

－FC琉球  

谷口 堅三 （タニグチ ケンゾウ） 

FW 

179cm ／ 69kg 

1988年12月22日生 ／ 

鹿児島県出身 

アミーゴス鹿児島U18 

－サガン鳥栖 
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ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの現状 （サポート活動） 

２０１０年３月のチーム発足の会見の様子は、新聞社、地元放送局のニュースでも大きく取り上げられました。 

その後も、チームのプロモーションビデオの放映や、天文館にあるチームのオフィシャルカフェでのファンとの 

交流、地元情報誌での継続した取り上げ、積極的なイベント参加など、継続的な情報発信を行っており、 

その注目度も上がってきております。（一覧は次ページ） 

山口県で開催された全国社会人選手権大会でも、サポーター数は地元チームを除くと 

最大数を記録しました。 

また、個人会員（1口：3千円）も約７００口集まり、遠征費として使用致しました。 

記者発表の様子や 

初の練習試合の記事 
情報誌（Ｌｅａｐ）での 

継続的な掲載 

鹿児島中央駅や天文館
でのチーム映像の放映 

天文館のオフィシャルカ
フェでのイベントの様子 
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2011・6・6 南日本新聞 

 

1stステージ終了時に、 

首位に浮上!! 

 

2011・4・25 南日本新聞 

 

九州リーグ初参戦ながら、HOME

ゲームに500人近い観客を集めた。 
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←南日本新聞 

西日本スポーツ→ 

●2011年6月4日 ヴォルカ鹿児島との一戦を終えて 
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○メディア 
＜雑 誌＞    
 毎  月    情報誌「ＬＥＡＰ」の「Ｓｐｏｒｔ’ｓ Ｃｏｌｕｍ」に連載 
＜テレビ＞ 
 8月17日    ＫＹＴ鹿児島読売テレビ「ＫＹＴ news every」で特集 
 8月27日    ＫＴＳ鹿児島テレビ「おしゃべりサラダ」 
9月27日     ＮＨＫ鹿児島テレビ「情報Ｗａｖeかごしま」 
 9月27日    ＫＴＳ鹿児島テレビ「ＫＴＳスーパーニュース」 
＜ラジオ＞ 
 7月23日    フレンズＦＭ「ゆみちゃんねる」出演    
 8月28日    フレンズＦＭ「ＡＳＩＡＮ ＷＡＶＥ～今、アジアの風～」出演 
 9月13日    ＭＢＣラジオ「海童が行く」出演 
○イベント 
 5月23日    第6回関西かごしまファンデー（大阪・京セラドーム） 
 7月21、22日   ＭＢＣ夏祭り（ブースで選手がお手伝い） 
 8月 1日     第29回宇宿納涼夏祭り(ブース出展） 
 8月13～15日   イオン鹿児島ショッピングセンターで告知活動 
 9月23日       児童養護施設・三州原学園の子供達とサッカー交流 
10月 9日     天文館サッカー教室・主催鹿児島市役所 
10月13日    鹿児島を楽しむファンのゆうべ（千葉・浦安） 
10月23日     薩摩ＩＳＨＩＮ祭（姶良市加治木町）      
10月24日     チャリティーラン・主催ＹＭＣＡ（鴨池陸上競技場） 
10月31日     薩摩酒造明治蔵 新酒祭り（枕崎市） 
11月 2日     おはら祭り（鹿児島市） 
○自主イベント 
定期イベント   ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ サポート飲み会（鹿児島、東京） 
10月 3日     ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ Ｃｕｐフットサル大会（横浜・キャプテン翼スタジアム）：参加者１２０名 
２０１１年３月  ２０１１年決起集会イベント 
           “ＮＯ ＭＵＳＩＣ ＮＯ ＳＯＣＣＥＲ！？僕らの街にプロサッカーチームを作ろう！”（東京・渋谷） 
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“鹿児島をスポーツで元気にする！”ことを目的にして、 

鹿児島だけでなく、東京、大阪でも活動していることが、大きな特徴となっている。 

T.F.C事務局設置 
『鹿児島県外』 での活動体制 

【チームサポート組織】 
 ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ後援会 

 主要メンバー： 
 ＩＴ企業経営者、大学講師、放送局、 

 イベント制作会社、広告会社、保険会社勤務の 

 会社員、システムエンジニアなど 
 

 

 

 

 

 
  

 

          

  

鹿児島をスポーツで元気にする！ 

T.F.C事務局設置 
『鹿児島県内』 での活動体制 

・サポーターが気軽に集えるオフィシャルカ
フェ“Ｃｏｌｏｒｓ”天文館”(2011年4月まで）
の運営 
・鹿児島での支援体制作り 
・ＰＲ活動への取り組み（商店街イベントな
どへの参加、自主イベントの実施） 
 

事務局は、ターゲットごとに分けて施策を実施 ・東京、大阪での県人会、高校同窓会での 
ＰＲ活動、個人、法人会員の呼びかけ 
・東京、大阪でのチーム応援イベントの開催 
・鹿児島県出身者で、各界（芸能界、スポー
ツ界）で活躍している方々への応援依頼 

【チーム運営会社】 
株式会社 オアシス鹿児島 
主要メンバー： 
徳重剛（公認会計士）、東理香（営業、広報） 
黍田利（会社経営）など 

加えて本活動を支援する会社経営者、飲食店経営者 

フリーライター、自営業など 

 



ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの下部組織構想 

 
Ｕ１５に関しては既存組織と 

協力・連携 

将来のＪリーグ入りに向けて、必須となる下部組織。 

鹿児島地区、霧島地区、大隅地区、それぞれにＵ１２、Ｕ１５のチームを持つことを将来構
想として持っています。このことで、県内全域を巻き込んだ“鹿児島を代表するチーム”を 
目指します。 

県内のＵ－１８チーム 

（現状はアミーゴス鹿児島のみ） 

 

県内のキッズチーム 

＊既存クラブと提携 

＊県内を５地区に分け交流 

県内のＵ－１５チーム 

（アミーゴス鹿児島 

 大隅ＮＩＦＳユースなど） 

 

トップ 

ユース
チーム 

ジュニア 

ユースチーム 

キッズチーム 

県内を①鹿児島南薩 ②鹿児島北薩
③姶良霧島④鹿屋大隅⑤離島の５地
区に分け、定期的にクリニックを行う
など既存クラブと交流・提携する 

トップチーム＝ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ 

県内唯一のU18のクラブチーム 
であるアミーゴス鹿児島（Ｕ１８） 

と協力関係 

Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 



ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの現状 （情報発信） Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

HP( http://www.k-sapo.com/ ) 
 

http://www.k-sapo.com/
http://www.k-sapo.com/
http://www.k-sapo.com/


参考資料 株式会社日本経済研究所（2009年7月）  Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

クラブ名 経済効果 雇用効果 税収効果 

・仙台 約41億円 374人 約8千万円 

・川崎Ｆ 約33億円 299人 約5千万円 

・甲府 約17億円 320人 約3千万円 

・Ｇ大阪 約41億円 340人 約9千万円 

・愛媛 約5億円 57人 約8百万円 

・大分 約25億円 322人 約4千万円 

Ｊクラブがもたらす年間経済効果 



参考資料 2009年鹿児島県 登録者数等  Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

・鹿児島県登録者数等                    財団法人 日本サッカー協会 

・チーム登録数 624チーム 全国 16位 

・選手登録数 16,346人 全国 17位 

・フットサル個人登録数 4,298人 全国 7位 



参考資料 日本経済新聞連載より（２００８年～） Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 



ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのヴィジョン 

ご提案内容 



スポンサーではなく、パートナー Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

鹿児島を元気にする場
（機会）の提供 

パートナー企業・団体 
（御社） 

地域社会 
（鹿児島） 

今回のご提案は、チームのスポンサーというより、“共に鹿児島を盛り上げるた
めのパートナー“になっていただきたい、という思いでご提案したいです。  
本サッカーチームをハブにして、＜チームの理念を共有し、中長期的に支援して
もらえる企業・団体同士、企業・団体と地域が結びつくような場＞を作り出した
い、という強い想いです。 

パートナー団体・企業同士でビジネス交流
をしていただき、鹿児島関係者を元気にし
たい！ 

鹿児島を元気にする存在として 

価値を認められることで、ファン、 

支援を拡大する。 

子供たちを対象とした活動、社会貢献活動の
啓蒙、スポーツ文化の普及、経済波及効果 



パートナーシッププログラム １口（５０万）の場合 Copyright©2011 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

①御社広告での協賛クレジット(ロゴの作成）の使用権 
 ・御社ＣＭ，新聞･雑誌広告、公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の媒体において、 
  協賛ｸﾚｼﾞｯﾄ及びﾁｰﾑﾛｺﾞの使用可能。 
   協賛クレジット例： 鹿児島をスポーツで盛り上げよう。がんばれ ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ！！ 
                 ○○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡを応援しています。 
                 ○○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのオフィシャルパートナーです。 
 
 

②ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ公式サイトでのバナーの提出と御社ＨＰへのリンク 
 
③個人会員へ送付する広報誌での社名掲載 
 
④鹿児島、福岡、大阪、東京での県人会や同窓会で配布する 
  チラシでの社名掲載 
 



パートナーシッププログラム １０口（５００万）の場合 

①公式戦及び練習試合で着用する、Ｈｏｍｅ及びＡｗａｙユニフォームの前面への 
  御社ロゴまたは、御社商品ロゴの掲出（３００ｃ㎡） 
   ・２０１０年度の公式戦の場合（2011年度に九州リーグ昇格の場合は10チームによる2回戦総当たり） 

    南日本社会人サッカー（１部・８チーム）・・・５月～ 
    九州社会人サッカー選手権鹿児島県予選に優勝→九州地区社会人選手権大会に勝利→全国社会人選手権大会 
    鹿児島県サッカー選手権に優勝（6月）→天皇杯（全国大会） 
    ＫＳＬカップ（3月）に優勝→国民体育大会九州予選→国民体育大会 

  ・及び練習試合（過去対戦相手実績：ロアッソ熊本、鹿屋体育大学、宮崎産経大、アミーゴス鹿児島Ｕ１８など） 
 

②御社広告での協賛クレジット(ロゴの作成）及び、監督・選手の肖像使用権 
  ・御社ＣＭ，新聞･雑誌広告、公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の媒体において、協賛ｸﾚｼﾞｯﾄ及びﾁｰﾑﾛｺﾞの使用可能。 
    協賛クレジット例： 鹿児島をスポーツで盛り上げよう。がんばれ ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ！！ 
                ○○○ はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡを応援しています。 
                 ○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのオフィシャルパートナーです。 
 
 

③ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ公式サイトでのバナーの提出と御社ホームページへのリンク 
④個人会員へ送付する広報誌での社名掲載 
⑤鹿児島、福岡、大阪、東京での県人会や同窓会で配布するチラシでの社名掲載 
⑥試合会場での御社の横断幕、のぼりなどの設置及びパンフレットの配布 
  ＊会場の規定と試合の規定の精査の必要があります 

⑦御社イベントへのＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの所属選手の出演交渉権利   
  ・御社主催ｲﾍﾞﾝﾄに監督、選手の招待、出演依頼が可能です。※日程の調整が必要となります。 

   ■社内ﾊﾟｰﾃｨｰへの招待   ■社内報等へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ  他 ■施設訪問  他 

⑧チームイベントへのご招待 
  ・激励会（シーズン開幕前）、納会（シーズン終了後）への５名程度のご招待 

⑨実使用ユニフォームプレゼント 
  ・選手実使用ユニフォーム プレゼント（枚数は調整） 

   
    
    

 

 

 

Copyright©2010 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

○○○○ 



パートナーシッププログラム ６口（３００万）の場合 Copyright©2010 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

①公式戦及び練習試合で着用する、Ｈｏｍｅ及びＡｗａｙユニフォームの背中部への 
  御社ロゴまたは、御社商品ロゴの掲出（２００ｃ㎡） 
   ・２０１０年度の公式戦の場合（2011年度に九州リーグ昇格の場合は10チームによる2回戦総当たり） 

    南日本社会人サッカー（１部・８チーム）・・・５月～ 
    九州社会人サッカー選手権鹿児島県予選に優勝→九州地区社会人選手権大会に勝利→全国社会人選手権大会 
    鹿児島県サッカー選手権に優勝（6月）→天皇杯（全国大会） 
    ＫＳＬカップ（3月）に優勝→国民体育大会九州予選→国民体育大会 

  ・及び練習試合（過去対戦相手実績：ロアッソ熊本、鹿屋体育大学、宮崎産経大、アミーゴス鹿児島Ｕ１８など） 
 

②御社広告での協賛クレジット(ロゴの作成）及び、監督・選手の肖像使用権 
  ・御社ＣＭ，新聞･雑誌広告、公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の媒体において、協賛ｸﾚｼﾞｯﾄ及びﾁｰﾑﾛｺﾞの使用可能。 
    協賛クレジット例： 鹿児島をスポーツで盛り上げよう。がんばれ ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ！！ 
                ○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡを応援しています。 
                 ○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのオフィシャルパートナーです。 
 
 

③ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ公式サイトでのバナーの提出と御社ホームページへのリンク 
④個人会員へ送付する広報誌での社名掲載 
⑤鹿児島、福岡、大阪、東京での県人会や同窓会で配布するチラシでの社名掲載 
⑥試合会場での御社の横断幕、のぼりなどの設置及びパンフレットの配布 
  ＊会場の規定と試合の規定の精査の必要があります 

⑦御社イベントへのＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの所属選手の出演交渉権利   
  ・御社主催ｲﾍﾞﾝﾄに監督、選手の招待、出演依頼が可能です。※日程の調整が必要となります。 

   ■社内ﾊﾟｰﾃｨｰへの招待   ■社内報等へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ  他 ■施設訪問  他 

⑧チームイベントへのご招待 
  ・激励会（シーズン開幕前）、納会（シーズン終了後）への３名程度のご招待 

⑨実使用ユニフォームプレゼント 
  ・選手実使用ユニフォーム プレゼント（枚数は調整） 

   
    
    

 

 

 

○○○○ 



パートナーシッププログラム ４口（２００万）の場合 Copyright©2010 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

①公式戦及び練習試合で着用する、Ｈｏｍｅ及びＡｗａｙユニフォームのショーツ・前面左 への 
  御社ロゴまたは、御社商品ロゴの掲出（８０ｃ㎡） 
   ・２０１０年度の公式戦の場合（2011年度に九州リーグ昇格の場合は10チームによる2回戦総当たり） 

    南日本社会人サッカー（１部・８チーム）・・・５月～ 
    九州社会人サッカー選手権鹿児島県予選に優勝→九州地区社会人選手権大会に勝利→全国社会人選手権大会 
    鹿児島県サッカー選手権に優勝（6月）→天皇杯（全国大会） 
    ＫＳＬカップ（3月）に優勝→国民体育大会九州予選→国民体育大会 

  ・及び練習試合（過去対戦相手実績：ロアッソ熊本、鹿屋体育大学、宮崎産経大、アミーゴス鹿児島Ｕ１８など） 
 

②御社広告での協賛クレジット(ロゴの作成）及び、監督・選手の肖像使用権 
  ・御社ＣＭ，新聞･雑誌広告、公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の媒体において、協賛ｸﾚｼﾞｯﾄ及びﾁｰﾑﾛｺﾞの使用可能。 
    協賛クレジット例： 鹿児島をスポーツで盛り上げよう。がんばれ ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ！！ 
                ○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡを応援しています。 
                 ○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのオフィシャルパートナーです。 
 
 

③ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ公式サイトでのバナーの提出と御社ホームページへのリンク 
④個人会員へ送付する広報誌での社名掲載 
⑤鹿児島、福岡、大阪、東京での県人会や同窓会で配布するチラシでの社名掲載 
⑥御社イベントへのＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの所属選手の出演交渉権利   
  ・御社主催ｲﾍﾞﾝﾄに監督、選手の招待、出演依頼が可能です。※日程の調整が必要となります。 

   ■社内ﾊﾟｰﾃｨｰへの招待   ■社内報等へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ  他 ■施設訪問  他 

⑦チームイベントへのご招待 
  ・激励会（シーズン開幕前）、納会（シーズン終了後）への２名程度のご招待 

⑧実使用ユニフォームプレゼント 
  ・選手実使用ユニフォーム プレゼント（枚数は調整） 

   
    
    

 

 

 

○○○ 



パートナーシッププログラム ３口（１５０万）の場合 Copyright©2010 株式会社オアシス鹿児島 All Rights Reserved. 

①公式戦及び練習試合で着用する、Ｈｏｍｅ及びＡｗａｙユニフォームの左袖への御社ロゴまたは、御社商
品ロゴの掲出（５０ｃ㎡） 
   ・２０１０年度の公式戦の場合（2011年度に九州リーグ昇格の場合は10チームによる2回戦総当たり） 

    南日本社会人サッカー（１部・８チーム）・・・５月～ 
    九州社会人サッカー選手権鹿児島県予選に優勝→九州地区社会人選手権大会に勝利→全国社会人選手権大会 
    鹿児島県サッカー選手権に優勝（6月）→天皇杯（全国大会） 
    ＫＳＬカップ（3月）に優勝→国民体育大会九州予選→国民体育大会 

  ・及び練習試合（過去対戦相手実績：ロアッソ熊本、鹿屋体育大学、宮崎産経大、アミーゴス鹿児島Ｕ１８など） 
 

②御社広告での協賛クレジット(ロゴの作成）及び、監督・選手の肖像使用権 
  ・御社ＣＭ，新聞･雑誌広告、公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の媒体において、協賛ｸﾚｼﾞｯﾄ及びﾁｰﾑﾛｺﾞの使用可能。 
    協賛クレジット例： 鹿児島をスポーツで盛り上げよう。がんばれ ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ！！ 
                ○○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡを応援しています。 
                 ○○○○はＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのオフィシャルパートナーです。 
 
 

③ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ公式サイトでのバナーの提出と御社ホームページへのリンク 
④個人会員へ送付する広報誌での社名掲載 
⑤鹿児島、福岡、大阪、東京での県人会や同窓会で配布するチラシでの社名掲載 
⑥御社イベントへのＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡの所属選手の出演交渉権利   
  ・御社主催ｲﾍﾞﾝﾄに監督、選手の招待、出演依頼が可能です。※日程の調整が必要となります。 

   ■社内ﾊﾟｰﾃｨｰへの招待   ■社内報等へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ  他 ■施設訪問  他 

⑦チームイベントへのご招待 
  ・激励会（シーズン開幕前）、納会（シーズン終了後）への２名程度のご招待 

⑧実使用ユニフォームプレゼント 
  ・選手実使用ユニフォーム プレゼント（枚数は調整） 

   
    
    

 

 

 

○○ 



ＦＣ ＫＡＧＯＳＨＩＭＡのヴィジョン 

御社へのご提案内容 

最後までお聞きいただき、ありがとうございました。 

“愛する故郷・鹿児島をスポーツ（サッカー）で元気にする！” 

この理念を叶えるまで、一生懸命、邁進したいと思います。 

 

ご検討の程、何卒、よろしくお願いたします。 


